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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、質の高い専門職養成のために新たな研修プログラムとその方法を提案するこ
とにある。そのための研究方法は、文献研究、研修を受けた人たちからのアンケート調査やヒ
ヤリング調査で行った。結果は、①ソーシャルワーク教育の問題、②新たな研修方法の 4 つ要
素の整理、③独自の教材の提案、④試行と評価のフィードバックとデータ蓄積の必要性、が明
らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to propose a new method and its training program for 

high-quality professional training. For research methods that were conducted in surveys 

and hearing from people who received professional training. Result, ①the issue of Social 

Work Education, ②organize four elements of new training method, ③proposal of unique 

materials, ④the need for feedback and data accumulation of trial and evaluation, were 

revealed. 
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１．研究開始当初の背景 

「社会福祉士及び介護福祉士法」の成立か
ら 24 年が経過し、専門職の増加とともに社
会福祉の専門性の意義と重要性は、一般にも
認知されるようになってきた。また平成 19

年の大幅な改正により、実習教育の強化と質
の高い専門職養成のための演習の充実が求
められるようになってきた。特に社会福祉士
教育の演習教育は、4単位→8単位に増加し、

認定された演習指導教員による教育の実施
が義務づけられるというように厳しい枠組
みのなかで教育の変革が行われることにな
ったのである。それに追随するように現場の
ソーシャルワーク教育でも演習教育の質が
叫ばれるようになってきた。 

しかしその一方で、社会福祉士の養成教育の
方法やプログラム内容の検討も、研修方法や
その展開システムづくりも始まったばかり
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である。そのため、これまでのソーシャルワ
ーク教育（養成教育や現任のソーシャルワー
カーの研修など）は、教員個人の裁量に任さ
れていたのが現状であった。ゆえにあらゆる
研修・演習教育の現場では、プログラムや展
開方法と教育システムの基盤が求められて
いる。  

 

２．研究の目的 

そこで、本研究の目的は、このような社会
的背景とソーシャルワーク教育の現状から
の要請に応えるために、ソーシャルワークの
質の向上（質の高い専門職養成）を目指した
新たな教育方法の構築を進めることにある。
そのため、まずはわが国のソーシャルワーク
教育で一般的である研修に着目し、そこから
新たなソーシャルワーク教育研究をするこ
とにした。なぜなら、研修がわが国で非常に
活発に実施され、そこに研究する多様なプロ
グラムがあるからである。具体的には、その
研修方法とプログラム開発の現状をふまえ、
新たな提案を考えていくうえで、次の 4 点に
ついて明らかにすることを目的とした。 

（１）先行研究による研修・演習の状況理解 

① わが国および諸外国の状況と問題 

② 概念・方法・プログラム展開の整理 

（２）調査による研修・演習の状況理解 

 ① 統計にみる理解（受講生への調査） 

 ② 事例や研修内容にみる理解 

（３）演習と研修の特徴からの教材開発 

 ① 事例などのプログラム・教材づくり 

② ワークシートや具体的なプログラム展 

開の検討 

（４）ソーシャルワーク教育における研修シ 

ステムの定式化 

① 新たなソーシャルワーク教育概念や研 

修システムの要素の整理 

② （１）から（３）をふまえた研修・演 

習システムモデルの作成と試行 

 

３．研究の方法 

本研究の目的を遂行するために平成 20年度
は、わが国の近年のソーシャルワークに関す
る研修・演習プログラムや文献の整理と教育   
学や心理学等の隣接領域に関する先駆的な
演習教育の調査を行うことにした。また並行
して、研究代表者自身の演習内容の分析や研
究分担者との演習内容の比較検討を継続し
て行った。 
 平成 21 年度は、平成 20 年度からの基礎研
究の継続やソーシャルワーク教育における
研修の困難さを明確にするためのアンケー
ト調査（全国社会福祉協議会中央福祉学院の
社会福祉主事研修）を実施することにした。
また基礎研究で整理してきた新たな演習教
育の枠組みを用いて、研究代表者及び研究分
担者が自身の学生教育演習場面や現任教育

場面で演習を試行した。 
 平成 22 年度から最終年度には、これまで
の成果のフィードバックを継続的な学会報
告、学生の演習場面、各フィールドでの現任
ソーシャルワーカーの研修・演習場面（シュ
ミレーション演習とし）で実施し検証するこ
とにした。特に新たな演習の教育効果等につ
いてのアンケート調査やヒヤリング調査、さ
らには分担者とのディスカッションを通じ
て、一連の演習方法やその展開とプログラム
開発に関するまとめを行った。 
 
４．研究成果 
本研究課題で得られた成果については、次
の点が上げられる。 
（１） 先行研究による研修・演習の状況 
 諸外国及びわが国の文献等による先行研
究を渉猟して、①わが国における研修・演習
は個人の担当者の裁量によってなされてい
る状況であり、そのため学生・研修受講生の
質の担保ができない問題や、研修・演習担当
教員の少なさと専門性の問題が明らかにな
った。 
 また、②理論的整理のなかで、新たな演習
プログラムの作成・展開という一連の過程に
は、受ける人（学ぶ人）、教える人、演習内
容、演習を取りまく環境の 4 つの要素を視野
に入れる必要性を明らかにした。 
 
表１ 新たな演習プログラム展開の 4要素 
 
 
 
表１ 新たな演習プログラム作成の 4要素 
 
 
 
 

 
 

 
（２） 調査による研修・演習の状況理解 
まず①統計にみる理解では、全国社会福祉

協議会中央福祉学院の受講生 253 名に以下の
アンケート調査を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

 

 この調査は、研究代表者と分担者の 2名で
実施した。結果、ソーシャルワーク特有の用
語の難しさや理論と実践をつなぐ能力の問
題を明らかにした。また②事例や研修内容に
みる理解では、特に毎年、研究分担者も含め
てそれぞれが行っている研修での受講生の
理解の問題とともに、研究代表者が行った演
習担当教員の講習会での教える人の側の問
題（能力・意欲・姿勢など）も明らかになっ
た。 
 
（３）演習と研修の特徴からの教材開発 
 このことについては、大学の演習や実践者
の研修のなかで、エクササイズやソーシャル
ワーク・トレーニング、事例を用いた演習展
開、視聴覚教材を用いた演習などで、ワーク
シートや独自のツールを開発しているとこ
ろである。すでに実際の研修で試行している
ところである。この点に関しては、他の隣接
領域のやり方も視野に入れて作成すること
にした点が特徴である。 
 
（４）ソーシャルワーク教育における研修シ 

ステムの定式化 

 この点については、更なるプログラムやワ
ークシートなどの作成と結びついたシミュ
レーション演習の積み上げと研究分担者や
受講生からのフィードバックで、精緻化して
いく作業によって構築可能になると考えて
いる。例えば、最終年に実施したのは、社会
福祉士に関する演習を受講した学生にプロ
グラム評価と新たな提案をしてもらうこと
によって、より効果的な研修方法とプログラ
ム内容を精査する手法をとったことである。 
 またこの 4年間で、継続的な学会報告を行
った。そしてその集大成として、平成 25 年
１月には、研究分担者も含めた出版（『教え
る人と学ぶ人のためのソーシャルワーク演
習』ミネルヴァ書房）の予定である。 
 このように本研究は、ソーシャルワーク教
育における演習は、プログラム展開をするた
めに不可欠な 4要素を視野に行う基礎を明確
にした点にある。マニュアル化ができない演
習においては、教える人のこうした基礎への
意識化は必要不可欠であろう。この点に関し
ては、国内外における本研究の位置づけが画
期的であると考えられる。 
 なお、今後は、すでに述べたように依頼の
研修でのチャレンジと試行の積み上げ、自身
の企画でのワークショップや演習開催（特に、
十分研修を受けられる環境にない離島や過
疎地域のソーシャルワーカーへの試み）、出
版や論文執筆によって、システム構築に向け
た継続研究を進めていきたい。 
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